令和　７年　１２月２３日
広島市長　様

　　　　　　　　　　　　　　法 人 名　有限会社　もえぎ　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　代表取締役　賀　来　興　治　　　
以下のとおり報告します。
運営推進会議の開催状況について（報告）
	事業所名
	グループホーム　もえぎ野

	所在地
	広島市安芸区船越南三丁目２３番６号

	担当者名・連絡先
	管理者　賀来　元春
	TEL ０８２-８２２-８１８１

	従業者
	従業者総数　１９人（内訳：常勤１２人、非常勤７人）（令和７年１２月１９日現在）

	
	うち夜勤の従業者
	1日当たり事業所全体の勤務従業者数　２人

	運営推進会議の開催日
	令和７年１２月１９日　（令和７年度　第５回）

	運営推進会議の出席者
	所属（団体等）名
	氏名

	
	利用者
	グループホームもえぎ野　入居者
	欠席

	
	利用者の家族
	 グループホームもえぎ野　入居者家族
	越智　一恵（家族会副会長）

	
	地域住民の代表者
	北鴻治町内会
船越地区民生委員
	欠席
半田　貴美子（民生委員）

	
	地域包括支援センターの職員
	広島市瀬野川・船越
	地域包括
支援センター
	松本　綾菜（畑賀地区担当担当）

	
	知見を有する者等
	医療法人社団泰山会　泰山会居宅介護支援
事業所
	小山　豊明（主任介護支援専門員）

	利用状況
	利用者総数　１８人　（令和７年１２月１９日現在）

	
	要支援１：０人
	要支援２：０人
	要介護１：５人
	要介護２：５人

	
	要介護３：２人
	要介護４：２人
	要介護５：４人
	　　　―

	交流・行事等の実施状況
①利用者の家族との交流内容
②地域との交流内容
③その他の事業　　など
	（直近約2か月又は前回報告以降）
１１月　４日　外出行事　広島城大菊花展
１１月　７日　干し柿作り
１１月１６日　秋の大運動会
１１月２５日　外出行事　イオンモール広島府中


	苦情の状況
	（直近約2か月又は前回報告以降）
特になし

	事故の状況
	（直近約2か月又は前回報告以降）
１１月１６日入居者１名、方向転換時に転倒未遂となるも、右大腿骨転
子部骨折の診断あり

	その他の報告事項
	・身体拘束について（前回報告以降、身体拘束の事例なし。）
・見守り機器導入について説明

	評価、要望・助言等
	○管理者より、広島県補助事業の令和７年度介護テクノロジー定着支援事業を活用した、見守り機器（眠りSCAN、眠りSCAN　eye）の導入について説明を行う

○家族会副会長様より
（１２月の予定について）
「確認なのですけど、１２月の予定はインフルエンザ等の関係で中止、ということですか。」
　→管理者より
　「１２月の１０日に船越南部保育園からもえぎ野に来ていただくことになっていたのですけど、保育園の方でインフルエンザが流行ったらしくて、それで難しくて中止、ということになりました。それ以外の行事等は予定どおりで、もえぎ野の職員が保育園の方に行ってサンタさんをやるのも、年末のクリスマス忘年会や餅つき等もやる予定になっています。」

（運営推進会議の内容について）
「すごいですね、この眠りSCAN、ですか。うまく作動すれば、本当に皆さんも楽になるし、安心度が上がりますね。ただ一方で個人情報とかそういった部分も気をつけないといけない部分が増えるのかなあ、と少し思いました。」
　→管理者より
　「そうですね。居室内に監視カメラのようなものを付けるというのはどうなのか、というのも頭の中には出てきますけど、それも時代の流れというか、生産性の向上を進めていってください、というのが国から求められていることなので。そういったあたりはご家族様に丁寧に説明して、メリットとデメリットがあるということをお伝えして共有して、同意を得てから導入するという風にしています。運用し始めてから、またいろいろご報告できたらと思っています。」

○知見を有する方より
（運営推進会議の内容について）
「行事など、本当にいつも頑張っていらっしゃいますね。すごいと思います。そして眠りSCAN、活用すれば本当に役に立つものだなと聞いていて思ったので、職員さんへの研修などもしっかりやっていただければ。フロアにもカメラとして付けられるということでしたけども。」

　→管理者より
　「フロアのカメラについては、職員に話したときにも『休憩中もカメラで監視されるのはちょっと……』といった声も上がっていました。職員の動きを監視するためではなくて、あくまで、これまでにも起こったことのある、夜勤時に誰かの居室に入って介助している間に他の方がフロアに出てこられて転倒、といった事故があった際に、原因や対策を考えるときに『多分こうだろう』ではなくて映像で確認できるし、また家族様から求められた際には映像をお見せすることもできる、ということで職員には説明しています。」

○地域包括支援センターの職員様より
（運営推進会議の内容について）
「眠りSCANのお話はとても参考になりました。実際に使ってみての使用感とか、こういうところが楽になったとか逆にちょっと難しいとか、また教えていただけたらと思います。」

○船越地区民生委員の方より
（運営推進会議の内容について）
「今回初めて参加させていただきます。よろしくお願いします。この眠りSCANは、入居者様お一人お一人に、人数分設置されるということですよね。これを導入されるのは、もえぎ野さんだけですか。」
　→管理者より
　「何床もあるような大きな施設だと、全体ではなくていくつかから導入するという所もあるみたいなのですけど、もえぎ野は定員が１８名なので、全床入れないと効果的でない、という風に説明を受けています。導入は、まずはもえぎ野だけでやってみて、良かったら法人内の他のグループホームでも導入しようか、という話になっています。」



※欄が不足する場合など必要に応じ別紙等を添付してください。
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